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WG1概要紹介



自己紹介 WG1 リーダー 岡元 大輔
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【職務概要】
勤務先：富士通株式会社
担当業務：
AI・データ利活用の商談支援・技術支援
ナレッジの整備・社内展開

【AI@Workへの参画経緯・来歴】
運輸系企業を顧客とした提案・開発・保守を担当するSE
⇒4年前からAIに興味を持ち、AI領域へのチャレンジを開始（G検定・E資格取得）
⇒AI案件のプロジェクトの進め方、全然わからない・・・
⇒ 2020年発足当初からAI@Work(WG1 AI4PM）に参加（PMP®の取得契機に）
⇒主にMLOps(AIシステムの運用）を対象に活動、2022年からWG1のリーダー

JDLAイベントでのLT登壇
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 ＡＩシステムを開発するためのプロジェクトマネジメントの方法論の研究
 不確実性の高い「ＡＩを適用したシステム」の構築・運用を成功に導く
 日本産業の発展に貢献を目指したAIプロジェクトマネジメントのありかたの確
立

PM4AI

Project Management 
for AI

WG1の活動主旨
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AIプロジェクトに関する個別トピック毎にプロマネ視点で研究・整理を実施
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MLOpsPoCからの実用化移行への
成功要因

アノテー
ション

企画 PoC 本導入 運用

発注時の開発
契約の留意点

顧客への価値提供

AIプロジェクト特有のリスク通常プロジェクトとの全般的な差異

ベネフィットの最大化

フェーズ毎の観点

実用化後の
課題

AIプロジェクトの進め方

フェーズを通して共通の観点

AIプロジェクトの品質マネジメント

研究テーマの全体像

過去研究対象となったテーマ 2021年対象テーマ
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2021年の活動内容
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WG1 2021年活動実績

グループ名 グループリーダー

D0:AIプロジェクトの進め方 小林 功

D1:実用化～実用化後の課題 和田 安有夢

D2:MLOps 岡元 大輔

D3:AIプロジェクト特有のリスク 西山 淳

D4:機械学習の品質マネジメント 佐藤 朋信

リーダー：板橋 宣孝 サブリーダー：小山 恵一郎

2021年WG1活動：
テーマ別に5つのグループ活動で研究活動を実施し、WG1月例会で共有
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活動サイクルを２回に分け、継続的に研究活動を実施
1月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 8月 9月 10月 11月 12月

WG1
全体

WG1
MTG

対外
活動

Cycle 3

WG1
Kick off

PMIJ Forum 
発表
(和田、西山、岡元）

WG1
MTG

Cycle 4

WG1
MTG

WG1
MTG

WG1
MTG

WG1
MTG

WG1
MTG

WG1
MTG

WG1
MTG

WG1
MTG

WG1
MTG

グループ毎の研究活動（事例文献調査・ディスカッション・成果物作成）

WG1 2021年活動スケジュール

WG1
MTG

AI@Work
2021 Kickoff 
発表(板橋）

AI@Work
Conference #3
発表(小林）AI@Work

Conference #2
発表(岡元） Playbook for PM

in Data Science
& AI Projects
日本語版
作成(小林）
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活動概要
D1:実用化～実用化後の
課題
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（実用化後のAIシステムをどうマネジメントするかという観点で）
「現場の受入れ」と「運用精度の向上」の両軸について検討する

ガバナンスや現場受け入れに関するナレッジの調査、AI白書等に掲載されてい
る事例をベースに隔週ペース（１事例につき月２回）で実用化にあたっての取
り組みポイントや課題を洗い出し、一定の枠組み・基準で整理する。

研究テーマ

和田 安有夢（リーダー）、三間 弘章、高橋 亮、大濱 賢太郎、山口 雅
和 、有馬 裕輔、二井 出、佐藤 賢司、岡元 大輔、山本 恭平、小林 功、
竹内 久満、林 宏典、高橋 元気

参加メンバー

隔週木曜日19:00～20:00にオンラインミーティングを開催
事前に用意した議題について、情報共有・ディスカッションを実施

活動概況

WG1／D1:実用化～実用化後の課題
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D1グループ 活動内容

Cycle3では実用化における課題となる要素毎にディスカッションを実施
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D1グループ 活動内容
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D1グループ 活動内容

Cycle4では事例をベースに実用化のポイントや課題についてディスカッションを実施
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活動概要
D2:MLOps
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機械学習の運用（MLOps）を推進する上でプロジェクトマネジメント上考慮
することを検討する
・MLOpsをプロジェクトマネジメントしていく上で考慮しておくべきことを整理する
・（ Cycle3 ）MLOpsを推進する上でのスモールスタートの考え方を整理する（体制、
監視項目）
・ （ Cycle4） MLOpsに必要な技術要素を研究し、PMとして抑えておくべき内容を把
握・整理する

研究テーマ

岡元 大輔（リーダー）、佐藤 賢司、高屋敷 民木参加メンバー

月一でオンラインミーティングを開催
事前に用意した議題について、情報共有・ディスカッションを実施

活動概況

WG1／D2:MLOps
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D2グループ 活動内容

Cycle3ではMLOpsをスモールスタートするためのフェーズやロールを検討
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D2グループ 活動内容

Cycle4ではMLOpsを構成する技術要素の研究を実施
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活動概要
D3:AIプロジェクト特有
のリスク
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従来型の開発プロジェクトとは異なるAIプロジェクトの特徴を踏まえ、AIプ
ロジェクトにはどのようなリスクがあるのかを研究する
・実プロジェクトの情報開示が難しい背景により、仮想プロジェクトを想定したシミュレーション等による
研究や考察を実施
・（ Cycle3 ）仮想事例を作成し、シミュレート、考察を実施
・ （ Cycle4）これまでのCycleで作成したリスク登録簿のマージ、リスク登録簿の作
成手順の整理を実施

研究テーマ

西山 淳（リーダー）、佐藤 賢司、宮崎 篤司、井寺 寿利参加メンバー

定期的にオンラインミーティングを開催
AIプロジェクトで利用するリスクマネジメントの検討、リスク登録簿の作成を
実施

活動概況

WG1／D3: AIプロジェクト特有のリスク
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D3グループ 活動内容

Cycle3では一般的なAIプロジェクトの仮想事例を作成し、これを用いてリスクを
シミュレートし、考察、リスク登録簿に取りまとめを実施
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D3グループ 活動内容

Cycle4ではこれまでのCycleで作成したリスク登録簿のマージ、リスク登録簿の作
成手順の整理を実施

リスク登録簿（マージ版） AIプロジェクトの特徴整理
（リスク登録簿作成手順内で

活用）
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活動概要
D4:機械学習の品質マネ
ジメント
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品質管理、およびアジャイルなAIプロジェクトマネジメント方法論の研究

・品質マネジメントに関わる各種文献調査
・DA(Disciplined Agile）、PMBOK7th、機械学習品質マネジメントガイドライン、etc…

・実データ分析による検証
・精度向上のための検証、説明可能AI、etc...

研究テーマ

佐藤 朋信（リーダー）、小倉 博行、山田 知満、浅野 正三参加メンバー

定期的にオンラインミーティングを開催
品質マネジメントに関わる文献調査・整理、実データ分析による検証を実施

活動概況

WG1／D4: 機械学習の品質マネジメント
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D4グループ 活動内容

品質保証観点での各種文献の調査・整理を実施

産総研：機械学習品質マネジメントガイドライン
25
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D4グループ 活動内容

実データ分析による検証を実施
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活動概要
D0:AIプロジェクトの進
め方
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AIプロジェクトの進め方に関する方法論の研究およびガイドドキュメント（日
本版Playbook）の作成

・AIプロジェクトのフェーズ毎の課題抽出、ディスカッションを実施
・AIプロジェクトの進め方のインプットとなる参考文献の調査
・NASSCOM Playbookの読み解き、その他文献のエッセンス共有

・AIプロジェクトのスタートアップ向けPlaybookの執筆

研究テーマ

小林 功（リーダー）、小山 恵一郎、高橋 亮、 岡元 大輔、高屋敷 民木
金原 秀療参加メンバー

定期的にオンラインミーティングを開催
事前に用意した議題について、情報共有・ディスカッションを実施

活動概況

WG1／D0: AIプロジェクトの進め方
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D0グループ 活動内容

年間を通してAIプロジェクトの各フェーズに関する課題抽出・執筆内容検討を実施
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D0グループ 活動内容

NASSCOM Playbookの日本語訳を作成、日本の環境との相違点の考察を実施
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WG1活動目的
AIを活用したプロジェクトに関するプロジェクトマネジメントのあり方について研
究し、AIプロジェクトのマネジメントを⾏う際に必要な考慮点を理解する

⇒これまで各グループの積極的な活動により、参加メンバー内で「AIプロジェクト
におけるマネジメントの難しさ」の理解は深まってきた
⇒私たち日本のプロジェクトマネージャーがしっくりくる「AIプロジェクトマネジ
メント方法論」は存在しない（出会えていない）こともわかってきた？
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2021年活動振り返り
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2022年の活動方針
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2022年1月度の月例会にてmiroを用いたディスカッションを実施
①AIのプロジェクトマネジメントで課題だと思うことは何か？
⇒プロジェクトマネジメント方法論が定まっていないことに対する課題を感じる人が多い

©2022 PMI Japan Chapter. All Rights Reserved.

WG1メンバーの所感
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2022年1月度の月例会にてmiroを用いたディスカッションを実施
②自分がAIプロジェクトをマネジメントする際、どのような情報・資料があると嬉しいか？
⇒ガイドに近いもののニーズが高い
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WG1メンバーの所感
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2022年1月度の月例会にてmiroを用いたディスカッションを実施
③WG1の活動を通してどのようなことが実現できそうか？
⇒①、②の課題を解決するような活動をWG1の中で作り出す
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WG1メンバーの所感
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1. WG1としての目的／スタンスの認識合わせ
2. WG1としてのアウトプットの作成

• グループとして共通アウトプット目標を定義し、その作成のための活動を行う
• 「各サブグループでの既存成果物」、「これから新規に作成する成果物」を組み合わせ、価値あ

るアウトプットを作成する
• （本業の忙しさや家庭事情を考慮し）アウトプットは一度に完成版を作るというより、アジャイ

ル（イテレーティブ＆インクリメンタル）に作成し、成長させていく

3. グループ間コラボレーション
• 各グループ単独の活動にとどまらず、コラボレーション活動を増やし、研究の質を高める
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2022年の活動内容
仮の内容。ディスカッションで発散した
内容を現在整理を行っている最中
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WG1参加のご案内
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１．WG1への参加
 改めてWG1への参加確認（新規・継続・休止）をSlackにて連絡
 Slackの#self-introductionチャネルにてPollyでアンケートを実施予定（新規メンバー大歓迎です！）

２．ＷＧ定例会への参加
 原則、毎月第二水曜日午後７時～９時 オンライン会議
 次回は2022年2月9日（水）
３．ＷＧスタッフ
 リーダー 岡元 サブリーダー 小山
 運営委員企画委員 小林
 事務系作業（議事録など）は極力WG１全体で持ち回り＆Liteに実施
 付加価値創造、WG1・AI@Work全体の運営を考慮した活動を実施（Slackや定期的なOnline Mtg）
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企画委員絶賛募集中
AIプロジェクトのマネジメントを面白しくしていきたい、力を発揮したい方はぜひ！
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